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公示 

新千歳モーターランド各レースは、モータースポーツ

を行う「爽快感」や「感動」を参加する皆様方と共

に親しみ楽しんでいただく為に開催しています。モ

ータースポーツを正しく理解していただくため【ル

ール】や【マナー】を遵守することは、社会生活を

営むためにも大切なことと考えています。参加され

る皆様方『共に競い』『語り合う』ことのできる【舞

台】を提供する事が新千歳モーターランドの主旨で

す。レースは競技規則に基づいた「NCML 特別規則

書」に従って開催されます。 

—競技種目— 

◆ 耐久レース 

はじめに 

本競技会は、新千歳モーターランドの定める特別規則

書に基づいて、下記の理念でクローズド競技として開

催されます。 

【耐久レース】競技開催理念は、レンタルカートユー

ザーのドライビングテクニックやドライビングモラ

ルの向上の場と親睦を目的に開催されるものです。ス

ポーツは【ゲーム】であり【遊び】であるという、根

本的原点を認識し心身ともに健康な男女で勝敗より

も「安全」と「楽しさ」を追求できる方、会話を楽し

み、遊び心を充分に持ち合わせている方に限ります。 

 

 

 

尚、規則書は必ず最後までお読みいただき熟知して

ください。 

 



—参加資格— 
● 満１８歳未満の方は、親権者の承諾が必要とな

ります。エントリー用紙に親権者が必ず承諾し

た上で、署名し提出してください。 

エントリー用紙が不備の場合には「該当ドライ

バー」の出走は認められません。 

● レンタルカートの各レースに於いてライセンス

は不要です。 

● チーム構成は 2 名～６名まで 

● チーム代表者は、自分の行動は勿論として、自チ

ームの選手・ピット要員・応援団の全員の行動に

ついて責任を遵守できる方に限ります。 

● 年齢・性別に関係なく『遊びの精神』を第一

義とし「決して怒ってはならない」事を遵守できる方

に限ります。 

● 常にスポーツマンとしての態度を保ち、下品

な言葉は慎むこと。 

● 故意に他のドライバーの走行を妨害するような

走り方をする方は、ご遠慮いただきます。 

● 参加申し込み期間はレース当日より原則１週間

前です。（定員になり次第締切ます。） 

● 参加申込書（誓約書）、と参加料を添えて受付に

提出のこと。 

● —エントリーフィー 

NCML 

2H耐久 

ビジターチーム \30,000 

メンバーチーム \20,000 

4H耐久 
ビジターチーム \40,000 

メンバーチーム \30,000 

● レースに参加されるには保険料としてお一人



500円別途必要となります。 
—レースカテゴリーー 

● NCML 2H耐久レース(チャレンジクラス、エン

ジョイクラス、スポーツカートクラス) 

● 4H 耐久レース(チャレンジクラス、エンジョイ

クラス、スポーツカートクラス) 

最小出場台数は２台、最大出場台数は各クラス

1５台とする。 

—賞典— 
● NCML2H･WEEKDAY2H⇒ 各クラス 30％

まで 

—参加車両に関してー 
● レース当日、抽選によりそれぞれのチームの車

両を決定する。（エントリー順に抽選を行う） 

● 以降、割り当てられた車両に対して整備・セッテ

ィングの変更を一切禁止とする。Ex）トレッド

調整･エア圧･添加剤等 

※整備不良箇所を見つけた場合は必ずオフィシ

ャルまで申し出ること。 
 

—服装・ヘルメットに関することー 
● ヘルメットはあごひもをしっかりしめること。 

● ドライバーの服装はレーシングスーツ or つな

ぎ+グローブは必ず着用、身体の安全確保ができ 

ドライビングを妨げるものであってはならない。 
 

参加者の遵守事項 

● 全ての参加者は、競技中 競技役員の指示に従わ

なければならない。また、反論や抗議は文章にし

て提出すること。決して言葉による抗議をして



はならない。 

● 参加者は競技中または、競技に関する業務につ

いているときには薬品などによって精神状態を

つくろったり飲酒してはならず、また喫煙も許

された場所以外でしてはならない。未成年者の

喫煙は断じて禁止いたします。 

● 参加者は主催者・大会後援者・大会審査員及び大

会役員の名誉を傷つけるような言動をしてはな

らない。 

● 参加者は自身の行動は勿論、自チームのドライ

バー・応援団など全員の行動についても責任を

とらなければならない。 
 

—パドックの使用— 
● パドックは原則としてゼッケン番号の若い順と

する。 

※割り当てられたパドックを参加者相互で交換･

変更するときは参加者が互いに了承し合い、ス

タッフに申し出、許可を必要とする。 
 

走行中の遵守事項 

● コース内で車両が停止した場合、ドライバー

は直ちに車両をコース脇に寄せ、他のドライバーの

邪魔にならないようにしなければならない。 

● コース上で車両を進行方向と逆に押したり引い

たりして車両を移動してはならない。但し、スタ

ッフの指示がある場合はこの限りではない。 

● 事故または、車両故障などの理由によってリタ

イヤする場合、その地点から最も近いコースス

タッフに報告しなければならない。 



 

—マーシャルカー介入時の注意— 
● 事故や故障車両が出た場合等、競技長の決定に

よりレースを非競技化するためにマーシャル

カーが使用される場合がある。 

● レース中にマーシャルカーの配備の命令が下さ

れた場合、全てのコースポストは『イエローフ

ラッグ』が示され マーシャルカーの活動が終

了するまで保持される。 

● レース中にマーシャルカーはイエローフラッグ

をかざしながら 先頭車両（順位）に関係なく直

ちにコース上に合流する。 

● 全ての競技車両はレース中 マーシャルカー後

方に１列に整列する。マーシャルカーからの指

示がない限り追越は禁止される。 

● マーシャルカーはコース上の故障車両等が回収

され、コースクリアになるまで活動を続ける。 

● マーシャルカーが活動中にピットインし、ドラ

バー交代することができる。 

● 競技長がマーシャルカーを呼び戻すときは、マ

ーシャルカーはその周回が終了した時点でピ

ットインする。 

● マーシャルカーがピットインした際、最前車両

がスタートゲートに近づいた時点で『グリーン

フラッグ』がスタートゲートで振られる。但し、

スタートゲートを越えるまでは追い越し禁止。

（後方車両の方は充分気をつけてください） 

● マーシャルカーが活動中の周回も【レース周回】

としてカウントされる。（連続乗車時間にも数

えられるので注意してください） 



—コース外走行— 
 ● 事故または、故障等でコース途中よりピットま

で押し戻る場合 オフィシャルの指示に従わな

ければならない。 

 ● ピットロードを走行する際は必ず徐行しなけれ

ばならない。 

 ● コースをショートカットした場合、T･T中なら 

セカンドタイムを有効とする。（2 回目以降は

全タイム無効）レース中なら競技長の決定によ

り 原則としてペナルティが課せられる。 

ペナルティ 

NCML が開催するレースの意義を充分にご理解くだ

さい。 

プッシング・ブロッキング及び無意味な衝突など非ス

ポーツマン行為は参加しているドライバーのみなら

ず観戦している方々にも大変不快感な行為・光景に写

ります。これらの行為に対して主催者は厳しくペナル

ティを課します。（以降のエントリー拒否等） 

※ラップペナルティは失格にならない程度の違反に

適応され、別紙のペナルティが与えられる。（詳しく

は別紙参照） 

レース中の違反行為についてドライバーを停止す

ることなく,ペナルティを課す場合がある。 

● ドライバーの技量による危険行為に関して【黒/

白の旗】によって指示され、安全速度域での走行

が義務づけられる。 

● フロントカウル･サイドカウル･リアバンパーが

衝突時に外れた場合、ドライバーはピットに戻

り修復して再スタートすること。（安全義務違反

となります。万が一に備えてお願いします。） 



—ピットイン及びピットアウトー 
● ピットイン・ピットアウトする場合、ピットロー

ドはすべて徐行区域となっております。（徐行違

反…ピットロード上のパイロンタッチにもペナ

ルティが課せられます。） 

● ピットアウトする車両は、ピットロードは必ず

徐行すること。 

● コース上で停止した場合、後続車に見えるよう

に両手を高く上げて知らせる。スローダウンし

た場合も片手を高く上げて知らせる。 

競技に関する事項 

—耐久レースに関する事項— 
● 競技スタート車両及び車番はエントリーを受理

した順に当日 抽選で決定する。 

● 4H 耐久レースは 前半 2 時間終了後昼休みと

し、再抽選でマシンを割り当て 逆走にて後半戦

をローリングスタートで再開する。 

● チーム構成は 1台の車両に対しドライバーは 2

名～6名までとする。 

● エントリー時にはチーム名を必ず登録のこと。 

● 参加申込みが正式に受理された後のドライバー

変更は疾病等やむを得ない事情がある場合のみ

とし、受付の承認を得なければならない。（ドラ

イバーの変更が許される期限は当日受付時まで） 

● 指定レースにおいてドライバー交代時に車両入

れ替えを行う。入れ替え時ゼッケンと計測器を

持って前の車両に乗る事。その際ゼッケン,計測

器が落ちないよう必ず留める事 

● NCML2H 耐久レースチャレンジクラスはピッ

トストップ時体重ハンデがつくため、車両抽選



後 チーム全員の体重測定を行う。（カートに乗

る状態で） 

● 公式練習は主催者が設定した時間内に練習走行

ができる。（当日の天候等 状況により時間を決

定する） 

● 公式予選（T･T）は指定された周回で 各チーム

タイム計測にて 一番速いタイムが採用され、決

勝グリッドが決定される。（状況により時間内で

チーム単位のタイム計測にて決定する場合もあ

る。） 

● 競技中、ドライバーに対する指示はすべて旗が

使用されます。（最終頁参照） 

—決勝－ 
● スタートはタイムトライアルが周回計測の場合、

タイムトライアルを走ったドライバーがドライ

ブするものとする。 

● スタート方法は各レース競技長の判断によりブ

リーフィングで伝えられます。 

● スタンディングスタートの場合、スタート時に

エンジンストップ、もしくはエンジンがかから

ない時は片手を大きく上げて合図をし、全車が

スタートした時点でピットまで押し戻してピッ

トスタートすることができる。 

● レース中クラッシュ等のトラブルで車両を修理

しなければならない場合、指定場所にてすべて

スタッフが行うこととする。 

※尚、車両整備をする場合、全てに於いてレース

役員の承認を得なければならない。（部品・工

具・ゲージを持ち込んでの整備・セッティング

の変更、及びガソリン添加剤の使用等は全て



禁止とする。このような行為が行われた場合、

以降のレースエントリーを拒否します。） 

● レースに於ける乗車時間→連続運転時間はエン

ジョイクラス 25 分までとする。チャレンジク

ラスは最低 15 分以上のみ。ひとりのドライバ

ーが規定時間以上走行すると ペナルティが課

せられる。 

なおエンジョイクラスはチャレンジクラスとも

に 5回以上ドライバー交代すること 

● 車両はプッシュアウト方式を採用。ピットでゼ

ッケン、計測器を外し先頭車両に取付後規定時

間を守り走行して下さい。 

● ドライバーチェンジの際、自ピットに停止し エ

ンジンストップして停止すること。規定時間以

内でピットアウトするとペナルティが課せられ

る。（停止時間は各自で計測すること。）2H耐久

レースチャレンジクラスは体重ハンデにより、

各チームのピット停止時間が決められる。 

● NCML 耐久レース・チャレンジクラス ピット

規定 

  平均体重(Kg)   ピットストップ 
80 〜  36 秒 
75 〜 80 39 秒 
70 〜 75 42 秒 
65 〜 70 45 秒 

 〜 65 48 秒 
エンジョイクラスは各チーム 45 秒とする。(変更が

 

☆ 

☆ 



ある場合ブリーフィングで連絡する) 

その他レースに関しては基本 45秒。変更がある場合

にはブリーフィングにて連絡する。 

チャレンジクラスに参加するキッズ(18 歳未満)＆女

性の検量は原則６０kg 扱いとする。当施設が認めた

ドライバーは正規に検量を行う。 

 

—ピットサインー 
● 走行中のドライバーに対しサインを送ることが

できる。 

● 無線機の使用は原則禁止する。特別に許可され

た際は携帯電話もしくは微弱電波使用を許可す

る。 

 

主催者の権限 

● 参加申込受付にさいして、その理由を示すこと

なく参加者・ドライバー・ピットクルーを選択、

あるいは参加を拒否できる。 

● 競技番号の指定、あるいはピットの割り当てに

あたり各参加者の優先順位を決定することがで

きる。 

● やむを得ない理由があったドライバーの氏名登

録または変更を許可することができる。 

● 全ての参加者・ドライバー・ピットクルーの肖像

権及び、その車両の写真・音声・映像など、報道・

放送・放映・出版に関する権限を有し、この権限

を第三者が使用することを許可できる。 

● 大会スポンサーの広告を参加車両に貼付させる

ことができる。 
損害の補償・大会スタッフの選任 



—損害の補償— 
● 損害の責任 

競技中または、その前後で起きたドライバー・ピ

ットクルー・ヘルパーの損傷は自らが負うもの

とする。 

● 車両の責任 

競技中または、その前後を含めた車両保管は各

チームで行うものとする。主催者は責任を負わ

ないものとする。 

—大会スタッフの責任— 
参加者・ドライバー・ピットクルーは大会スタッフが

一切の損害賠償の責任を免ぜられていることを承知

する。即ち、大会スタッフはその職務に最善をつくす

ことは勿論であるが、もしその行為により起きた参加

者・ドライバー・ピットクルー及び車両の損害などに

対して、大会スタッフは一切責任の無いことをいう。 
本特別規則書の適応と補足 

—本特別規則の解釈— 
本特別規則及び本競技会に関する公式通知や諸規則

の解釈についての疑義がある場合、参加者は文書によ

って質疑を申し立てる。質疑に関する回答は大会審査

員の解釈、または決定を最終的なものとして関係者に

口頭で通告される。 

—公式通知の発行— 
本規則に掲載されていない競技運営上の細則や参加

者に対する指示や本規則発表後に生じた必要事項は

公式通知によって示される。 

☆公式通知とは☆ 

緊急の場合放送で行われる。 
 



◎ ペナルティ対象の禁止事項 
◎ 

▲ 黄旗無視（黄旗区間中･マーシャルカー走行中の追

い越し･徐行違反） 

▲ ピットロード徐行違反（パイロンタッチ） 

▲ コースイン時の一時停止違反（コースインす

る際は、必ず一時停止をしてください。尚、この

際スタートゲートより1コーナー側に走行車両が

ある場合、コースインしてはいけない。） 

▲ コース内での U ターン･スピンターン等（正

面衝突防止のためコース内での U ターン･アク

セルターン等は危険行為となります。スピン等

で進行方向を大きくそれた場合は一度エンジン

を止め、カートから降りて進行方行へ戻してか

ら 再度スタートして下さい。 

▲ コ－ス内のゼブラ・芝のショートカット 
▲ 故意のプッシング・ブロッキング・幅寄せ 

▲ コースイン・コースアウト時のサイン（片手

を大きく上げる） 
▲ コース上で停止・スピン時の合図（両手を大

きく上げる） 
▲ 服装違反（グローブ忘れ・ヘルメットのあごひもし

め忘れ・スーツの前ファスナーしめ忘れ等） 
▲ ブルーフラッグ無視 
 

☆ 上記の禁止事項に違反しますと、ペナルテ

ィとして 30 秒のピットストップが課せられ

ます。 



☆ その他、競技長が危険と認めた行為に

対してその都度競技長の判断によりペナ

ルティを課すことができます。 
当施設では、皆様に楽しく安全に耐久レースをしていただく

ために上記の禁止事項を設けています。安全のため上記

禁止事項厳守で 1 日お楽しみください。 

 

モータースポーツをもっと手軽にもっと楽しく 

新千歳モーターランド 
北海道千歳市美々1292-560 

TEL 0123-23-5115  FAX 0123-23-

5116 

URL http//www.phoenix-c.or.jp/ncml◎ 

レース中に使用される旗 ◎ 

 

黄色  静止…前方にてトラブルあり。現場を

通過 するまで追い越し禁止。 

振動…前方にてトラブル有り。スピード

を充分落として走行すること。追

い越し禁止。 
 

青旗 
静止…後方より早い車両が接近中。 

振動…後続にに速い車両が接近中。 

 後続車に進路を譲る。 

 



黒/白 

黒旗提示の最終警告 
 
黒 

禁止事項違反（全頁参照）に対するペ

ナルティ。 

（自ピットに戻り 30 秒ピットスト

ップ） 

赤 
 

 
事故などの発生でレース中断。 

全車徐行し、競技長の指示に従う。 
 

緑 
前に合図した危険の解除。（事故車・

故障車の回収後の再スタート等） 
 

オレンジボール 
車両トラブルに対するピットイン命

令。 

（修理後は再出走可） 

 

 

 
スタートの信号。 

終了の信号。 

F 練習走行・タイムトライアル・

レース時に使用される。F↑ 

国旗 

チェッカー 


